
(57)【要約】

【課題】データを蓄積するデータ蓄積部を金庫態様の筐

体に収納するようにして、セキュリテイ機能を図ったコ

ンピュータ装置を提供する。

【解決手段】コンピュータ装置は、データを蓄積するデ

ータ蓄積部と、このデータ蓄積部に蓄積されているデー

タを用いて演算処理するホスト部とを少なくとも有する

コンピュータであって、データ蓄積部は、セキュリテイ

機能、例えば、耐熱、耐火、耐水及び耐震並びに防犯を

検出する機能を備えた筐体に収納したことである。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
デ ー タ を 蓄 積 す る デ ー タ 蓄 積 部 と 、 該 デ ー タ 蓄 積 部 に 蓄 積 さ れ て い る デ ー タ を 用 い て 演 算
処 理 す る ホ ス ト 部 と を 少 な く と も 有 す る コ ン ピ ュ ー タ で あ っ て 、
前 記 コ ン ピ ュ ー タ の う ち 、 少 な く と も 前 記 デ ー タ 蓄 積 部 は セ キ ュ リ テ イ 機 能 を 備 え た 筐 体
に 収 納 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る デ ー タ 金 庫 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 セ キ ュ リ テ イ 機 能 は 、 耐 熱 、 耐 火 、 耐 水 及 び 耐 震 並 び に 防 犯 を 検 出 す る 機 能 の 全 て 又
は 何 れ か の 組 み 合 わ せ 又 は 何 れ か の 一 つ で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の デ ー タ 金 庫 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 筐 体 に は 、 信 号 線 と 電 源 線 と を 引 き 込 ん で 前 記 デ ー タ 蓄 積 部 に 接 続 す る 端 子 部 を 設 け
、 該 端 子 部 は セ キ ュ リ テ イ 機 能 が 動 作 し た と き に 前 記 信 号 線 と 電 源 線 を 電 気 的 に 遮 断 す る
電 気 遮 断 手 段 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の デ ー タ 金 庫 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 デ ー タ 金 庫 に 関 す る も の で あ り 、 詳 し く は 、 デ ー タ を 蓄 積 す る デ ー タ 蓄 積 部 を
耐 熱 耐 火 及 び 耐 水 、 耐 震 並 び に 防 犯 を 検 出 す る 機 能 を 備 え た 筐 体 に 収 納 す る よ う に し て 、
非 常 時 に お い て 少 な く と も デ ー タ の み を 救 済 す る よ う に し た デ ー タ 金 庫 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 技 術 に お け る コ ン ピ ュ ー タ 装 置 、 即 ち 、 非 常 時 又 は バ ッ ク ア ッ プ 体 制 、 並 び に セ キ ュ
リ テ イ を 重 視 し た コ ン ピ ュ ー タ 装 置 は 、 既 に 多 数 の 形 態 が 存 在 す る 。 例 え ば 、 物 理 的 に 別
体 の 記 録 装 置 に 常 時 二 重 に 書 き 込 む 等 す る こ と に よ り 二 重 の フ ァ イ ル を 作 成 し て 、 片 方 を
バ ッ ク ア ッ プ に す る 手 法 が 周 知 で あ る 。
又 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 利 用 し て 、 物 理 的 に 離 れ た 地 域 に 存 在 す る コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム に 保
存 す る 手 法 等 、 大 掛 か り で あ る が 実 際 に 駆 動 し て い る シ ス テ ム が 存 在 す る 。
更 に 、 バ ッ ク ア ッ プ と し て 、 空 調 設 備 の 整 っ た 金 庫 等 に 書 き 込 ん だ 媒 体 、 例 え ば デ ィ ス ク
媒 体 や テ ー プ 媒 体 を 格 納 し て お く 方 法 も 周 知 で あ る 。
さ ら に 、 セ キ ュ リ テ イ を 重 視 す る た め に 、 蓄 積 デ ー タ を 暗 号 化 し た り 、 操 作 者 を 厳 重 に 管
理 す る 等 様 々 な 手 法 が 存 在 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ６ － ３ ４ ８ ３ ５ ７ 号 公 報 　 （ 第 ３ 頁 　 第 １ 図 ）
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 従 来 技 術 で 説 明 し た バ ッ ク ア ッ プ シ ス テ ム に お け る バ ッ ク ア ッ プ 体 制 及 び
セ キ ュ リ テ イ を 重 視 す る 体 制 は デ ー タ そ の も の に 着 目 し た も の で 、 バ ッ ク ア ッ プ 又 は セ キ
ュ リ テ イ を 確 保 す る た め に 、 デ ー タ を 加 工 し て 蓄 積 す る か 又 は 物 理 的 に 離 れ た 場 所 の 記 録
媒 体 に 記 録 す る 等 し て お り 、 全 体 の シ ス テ ム を 構 築 す る 際 に 構 成 が 複 雑 に な り 且 つ 実 際 の
運 用 の 操 作 に 専 門 家 が 必 要 で あ る と い う 問 題 が あ る 。
又 、 貴 重 な 資 料 が 全 て デ ー タ 化 さ れ て い る 中 で 、 デ ー タ と し て 蓄 積 す る こ と は 理 解 で き て
も 、 そ の デ ー タ が 何 処 に 蓄 積 さ れ て い る の か 、 物 理 的 に 見 え な い た め 、 常 に デ ー タ の セ キ
ュ リ テ イ 及 び デ ー タ の 行 方 を 把 握 す る こ と に 疑 問 が 生 じ る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
従 っ て 、 日 常 的 に 使 用 さ れ て い る コ ン ピ ュ ー タ 装 置 に お い て 、 非 常 時 に 少 な く と も 現 在 の
蓄 積 さ れ て い る デ ー タ そ の も の を 物 理 的 に 保 護 で き る よ う な 構 成 及 び 構 造 に 解 決 し な け れ
ば な ら な い 課 題 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 に 係 る デ ー タ 金 庫 は 、 次 に 示 す 構 成 に す る こ と で あ る
。
【 ０ ０ ０ ７ 】
（ １ ） デ ー タ 金 庫 は 、 デ ー タ を 蓄 積 す る デ ー タ 蓄 積 部 と 、 該 デ ー タ 蓄 積 部 に 蓄 積 さ れ て い
る デ ー タ を 用 い て 演 算 処 理 す る ホ ス ト 部 と を 少 な く と も 有 す る コ ン ピ ュ ー タ で あ っ て 、 前
記 コ ン ピ ュ ー タ の う ち 、 少 な く と も 前 記 デ ー タ 蓄 積 部 は セ キ ュ リ テ イ 機 能 を 備 え た 筐 体 に
収 納 さ れ て い る こ と で あ る 。
（ ２ ） 前 記 セ キ ュ リ テ イ 機 能 は 、 耐 熱 、 耐 火 、 耐 水 及 び 耐 震 並 び に 防 犯 を 検 出 す る 機 能 の
全 て 又 は 何 れ か の 組 み 合 わ せ 又 は 何 れ か の 一 つ で あ る （ １ ） に 記 載 の コ ン ピ ュ ー タ 装 置 。
（ ３ ） 前 記 筐 体 に は 、 信 号 線 と 電 源 線 と を 引 き 込 ん で 前 記 デ ー タ 蓄 積 部 に 接 続 す る 端 子 部
を 設 け 、 該 端 子 部 は セ キ ュ リ テ イ 機 能 が 動 作 し た と き に 前 記 信 号 線 と 電 源 線 を 電 気 的 に 遮
断 す る 電 気 遮 断 手 段 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る （ １ ） に 記 載 の コ ン ピ ュ ー タ 装 置 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ の よ う に 、 日 常 的 に 使 用 さ れ て い る コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム の う ち 、 少 な く と も デ ー タ 蓄
積 部 を 耐 熱 、 耐 火 、 耐 水 及 び 耐 震 並 び に 防 犯 を 検 出 す る 機 能 を 有 す る 筐 体 に 収 納 し た 構 成
に し た こ と で 、 非 常 時 に は 、 セ キ ュ リ テ イ 機 能 が 動 作 し て 筐 体 内 部 に 収 納 さ れ て い る デ ー
タ 蓄 積 部 に 蓄 積 さ れ て い る デ ー タ は 、 現 状 の ま ま 維 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
次 に 、 本 発 明 に 係 る デ ー タ 金 庫 の 種 々 の 実 施 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 に 係 る 第 １ の 実 施 形 態 の デ ー タ 金 庫 は 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 デ ー タ を 蓄 積
す る デ ー タ 蓄 積 部 １ １ と 、 こ の デ ー タ 蓄 積 部 １ １ に 蓄 積 さ れ て い る デ ー タ を 用 い て 演 算 処
理 す る ホ ス ト 部 １ ２ と を 少 な く と も 有 す る コ ン ピ ュ ー タ を 前 提 と し て 、 そ の コ ン ピ ュ ー タ
を 構 成 す る デ ー タ 蓄 積 部 １ １ は 、 セ キ ュ リ テ イ 機 能 を 備 え た 金 庫 態 様 の 筐 体 １ ３ に 収 納 し
た 構 成 に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ こ で 、 セ キ ュ リ テ イ 機 能 と は 、 耐 熱 、 耐 火 、 耐 水 及 び 耐 震 並 び に 防 犯 を 検 出 す る 機 能 の
全 て 又 は 何 れ か の 組 み 合 わ せ 又 は 何 れ か の 一 つ で あ り 、 実 施 例 に お い て は 全 て の 機 能 が 付
け ら れ た 構 成 に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
又 、 筐 体 １ ３ は 、 所 謂 、 金 庫 構 造 に 形 成 さ れ 、 形 成 す る 壁 １ ４ 及 び 扉 １ ５ に 様 々 な 細 工 を
施 し て 、 内 部 に ま で 、 外 部 か ら の 熱 、 水 等 が 入 り 込 ま な い 構 造 に な っ て い る 。 ま た 、 実 施
例 に お い て は 、 筐 体 １ ３ 内 部 の 換 気 及 び 温 度 調 節 、 湿 度 調 節 に つ い て は 図 示 し て い な い が
、 内 部 に 収 納 す る デ ー タ 蓄 積 部 １ １ が 必 要 と す る も の は 、 適 宜 備 え 付 け ら れ る よ う に な っ
て い る 。
そ し て 、 こ の 筐 体 １ ３ に は 、 信 号 線 と 電 源 線 と を 引 き 込 ん で デ ー タ 蓄 積 部 １ １ に 接 続 す る
端 子 部 １ ６ を 設 け 、 こ の 端 子 部 １ ６ は セ キ ュ リ テ イ 機 能 が 動 作 し た と き に 信 号 線 と 電 源 線
を 電 気 的 に 遮 断 す る 電 気 遮 断 手 段 を 備 え た 構 成 に な っ て い る 。 こ こ で 、 信 号 が 無 線 に よ り
交 信 で き る 体 制 に す れ ば 、 当 然 に 信 号 線 は 不 要 に な る 。
筐 体 １ ３ の 外 側 に は 、 耐 火 検 出 セ ン サ ー １ ７ 、 耐 熱 検 出 セ ン サ ー １ ８ 、 耐 震 検 出 セ ン サ ー
１ ９ 、 防 犯 検 出 セ ン サ ー ２ ０ を 備 え 、 こ れ ら の セ ン サ ー は 端 子 部 １ ６ を 構 成 す る セ ン サ ー
検 出 部 ２ １ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
電 気 遮 断 手 段 は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 所 謂 、 ス イ ッ チ を 制 御 し て 電 気 的 に 遮 断 す る も の で
、 電 源 線 に 接 続 さ れ て い る ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １ 、 信 号 線 に 接 続 さ れ て い る ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ２ 、 こ
れ ら の ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １ 、 Ｓ Ｗ ２ を 制 御 す る セ ン サ ー 検 出 部 ２ １ と か ら な る 。 セ ン サ ー 検 出
部 ２ １ は 、 様 々 な セ ン サ ー １ ７ 、 １ ８ 、 １ ９ 、 ２ ０ か ら の 信 号 を 受 信 し て ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １
、 Ｓ Ｗ ２ を 閉 の 状 態 か ら 開 の 状 態 に 制 御 し て 電 気 的 に 遮 断 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
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尚 、 端 子 部 １ ６ は 、 実 施 例 に お い て は 筐 体 １ ３ の 内 部 に 設 置 し た が 、 こ れ に 限 定 さ れ る こ
と な く 、 筐 体 １ ３ の 外 部 に 設 置 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
こ の よ う な 構 成 か ら な る デ ー タ 金 庫 に お い て 、 先 ず 、 筐 体 １ ３ 内 に デ ー タ 蓄 積 部 １ １ を 収
納 し 、 電 源 端 子 ２ ２ 及 び 信 号 端 子 ２ ３ に デ ー タ 蓄 積 部 １ １ の ケ ー ブ ル を 接 続 す る 。 そ し て
、 ホ ス ト 部 １ ２ 側 の 電 源 ケ ー ブ ル ２ ４ と 信 号 ケ ー ブ ル ２ ５ を 外 側 に 出 て い る 端 子 に 接 続 す
れ ば 、 デ ー タ 蓄 積 部 １ １ と ホ ス ト 部 １ ２ と か ら な る コ ン ピ ュ ー タ に な る 。 勿 論 、 こ の 他 に
、 ネ ッ ト ワ ー ク へ の 接 続 、 プ リ ン タ へ の 接 続 等 が 必 要 で あ る 。 こ こ で 、 電 源 ケ ー ブ ル ２ ４
は 、 ホ ス ト 部 １ ２ に 接 続 す る 必 要 が な く 、 直 接 に 供 給 電 源 に 接 続 す る よ う に し て も よ い 。
又 、 デ ー タ 蓄 積 部 １ １ が 信 号 線 を 利 用 し て 電 源 を 供 給 す る も の で あ れ ば 、 当 然 に こ の 電 源
ケ ー ブ ル ２ ４ の 設 定 は 不 要 に な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
コ ン ピ ュ ー タ の 作 動 中 又 は 停 止 中 で あ っ て も 、 何 れ か の セ キ ュ リ テ イ 機 能 が 動 作 す る と 、
セ ン サ ー 検 出 部 ２ １ が セ ン サ ー １ ７ ， １ ８ 、 １ ９ 、 ２ ０ の 検 出 を 検 知 し 、 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １
、 Ｓ Ｗ ２ を 強 制 的 に 閉 か ら 開 状 態 に す る 。 す る と 、 デ ー タ 蓄 積 部 １ １ は 、 外 部 か ら の 電 気
の 供 給 が 断 た れ 、 自 己 セ ー ブ 機 能 が あ れ ば そ れ が 動 作 し 、 デ ー タ を 現 状 の 状 態 に 維 持 し て
停 止 す る 。
非 常 事 態 が 去 っ た 後 に 、 扉 を 開 け て 収 納 さ れ て い る デ ー タ 蓄 積 部 １ １ を 動 作 で き る 状 態 に
す る か 、 他 の 位 置 に 移 し て 再 駆 動 さ せ る こ と に よ り 、 デ ー タ 蓄 積 部 １ １ は 正 常 に 動 作 で き
る の で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
次 に 、 第 ２ の 実 施 形 態 の デ ー タ 金 庫 に つ い て 、 図 ３ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
第 ２ の 実 施 形 態 の デ ー タ 金 庫 は 、 デ ー タ を 蓄 積 す る デ ー タ 蓄 積 部 １ １ Ａ と 、 こ の デ ー タ 蓄
積 部 １ １ Ａ に 蓄 積 さ れ て い る デ ー タ を 用 い て 演 算 処 理 す る ホ ス ト 部 １ ２ Ａ と を 少 な く と も
有 す る コ ン ピ ュ ー タ を 前 提 と し て 、 そ の コ ン ピ ュ ー タ を 構 成 す る デ ー タ 蓄 積 部 １ １ Ａ 及 び
ホ ス ト 部 １ ２ Ａ は 、 セ キ ュ リ テ イ 機 能 を 備 え た 金 庫 態 様 の 筐 体 １ ３ に 収 納 し た 構 成 に な っ
て い る 。 そ し て 、 筐 体 １ ３ に 収 納 さ れ て い る デ ー タ 蓄 積 部 １ １ Ａ 及 び ホ ス ト 部 １ ２ Ａ に 、
筐 体 １ ３ の 外 部 か ら 電 源 を 供 給 す る 電 源 供 給 部 ２ ７ を 備 え 、 ホ ス ト 部 １ ２ Ａ を 操 作 す る た
め の モ ニ タ ー 及 び キ ー ボ ー ド 等 の 操 作 手 段 か ら な る 表 示 操 作 部 ２ ８ を 外 部 に 設 け た 構 成 に
な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
こ こ で 、 セ キ ュ リ テ イ 機 能 と は 、 上 記 第 １ の 実 施 形 態 で 説 明 し た も の と 同 じ く 、 耐 熱 、 耐
火 、 耐 水 及 び 耐 震 並 び に 防 犯 を 検 出 す る 機 能 の 全 て 又 は 何 れ か の 組 み 合 わ せ 又 は 何 れ か の
一 つ で あ り 、 実 施 例 に お い て は 全 て の 機 能 が 付 け ら れ た 構 成 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
又 、 筐 体 １ ３ は 、 上 記 第 １ の 実 施 形 態 で 説 明 し た も の と 同 じ く 、 所 謂 、 金 庫 構 造 に 形 成 さ
れ 、 形 成 す る 壁 １ ４ 及 び 扉 １ ５ に 様 々 な 細 工 を 施 し て 、 内 部 に ま で 、 外 部 か ら の 熱 、 水 等
が 入 り 込 ま な い 構 造 に な っ て い る 。 ま た 、 実 施 例 に お い て は 、 筐 体 １ ３ 内 部 の 換 気 及 び 温
度 調 節 、 湿 度 調 節 に つ い て は 、 空 調 部 ２ ６ に よ り 行 わ れ る 構 成 に な っ て い る 。
そ し て 、 こ の 筐 体 １ ３ に は 、 信 号 線 と 電 源 線 と を 引 き 込 ん で デ ー タ 蓄 積 部 １ １ Ａ 及 び ホ ス
ト 部 １ ２ Ａ に 接 続 す る 端 子 部 １ ６ を 設 け 、 こ の 端 子 部 １ ６ は セ キ ュ リ テ イ 機 能 が 動 作 し た
と き に 信 号 線 と 電 源 線 を 電 気 的 に 遮 断 す る 電 気 遮 断 手 段 を 備 え た 構 成 に な っ て い る 。 こ こ
で 、 信 号 が 無 線 で 行 う 場 合 に は 、 当 然 に 端 子 部 １ ６ の 信 号 線 の 引 き 込 み を な く す こ と が で
き る 。
筐 体 １ ３ の 外 側 に は 、 耐 火 検 出 セ ン サ ー １ ７ 、 耐 熱 検 出 セ ン サ ー １ ８ 、 耐 震 検 出 セ ン サ ー
１ ９ 、 防 犯 検 出 セ ン サ ー ２ ０ を 備 え 、 こ れ ら の セ ン サ ー は 端 子 部 １ ６ を 構 成 す る セ ン サ ー
検 出 部 ２ １ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
電 気 遮 断 手 段 は 、 上 記 第 １ の 実 施 形 態 で 説 明 し た も の と 同 じ く 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 所 謂
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、 ス イ ッ チ を 制 御 し て 電 気 的 に 遮 断 す る も の で 、 電 源 線 に 接 続 さ れ て い る ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １
、 信 号 線 に 接 続 さ れ て い る ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ２ 、 こ れ ら の ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １ 、 Ｓ Ｗ ２ を 制 御 す る
セ ン サ ー 検 出 部 ２ １ と か ら な る 。 セ ン サ ー 検 出 部 ２ １ は 、 様 々 な セ ン サ ー １ ７ 、 １ ８ 、 １
９ 、 ２ ０ か ら の 信 号 を 受 信 し て ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １ 、 Ｓ Ｗ ２ を 閉 の 状 態 か ら 開 の 状 態 に 制 御 し
て 電 気 的 に 遮 断 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
尚 、 端 子 部 １ ６ は 、 実 施 例 に お い て は 筐 体 １ ３ の 内 部 に 設 置 し た が 、 こ れ に 限 定 さ れ る こ
と な く 、 筐 体 １ ３ の 外 部 に 設 置 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ の よ う な 構 成 か ら な る デ ー タ 金 庫 に お い て 、 先 ず 、 筐 体 １ ３ 内 に デ ー タ 蓄 積 部 １ １ Ａ 及
び ホ ス ト 部 １ ２ Ａ を 収 納 し 、 電 源 端 子 ２ ２ 及 び 信 号 端 子 ２ ３ に ホ ス ト 部 １ ２ Ａ の ケ ー ブ ル
を 接 続 す る 。 そ し て 、 筐 体 １ ３ の 外 側 で 電 源 ケ ー ブ ル ２ ４ を 電 源 供 給 部 ２ ７ に 接 続 し 、 信
号 ケ ー ブ ル ２ ５ を 表 示 操 作 部 ２ ８ に 接 続 す れ ば 、 筐 体 １ ３ 内 部 に 収 納 し た デ ー タ 蓄 積 部 １
１ Ａ と ホ ス ト 部 １ ２ Ａ と か ら な る コ ン ピ ュ ー タ に な る 。 勿 論 、 こ の 他 に 、 ネ ッ ト ワ ー ク へ
の 接 続 、 プ リ ン タ へ の 接 続 等 が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
コ ン ピ ュ ー タ の 作 動 中 又 は 停 止 中 で あ っ て も 、 何 れ か の セ キ ュ リ テ イ 機 能 が 動 作 す る と 、
セ ン サ ー 検 出 部 ２ １ が セ ン サ ー １ ７ ， １ ８ 、 １ ９ 、 ２ ０ の 検 出 を 検 知 し 、 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １
、 Ｓ Ｗ ２ を 強 制 的 に 閉 か ら 開 状 態 に す る 。 す る と 、 デ ー タ 蓄 積 部 １ １ Ａ 及 び ホ ス ト 部 １ ２
Ａ は 、 外 部 か ら の 電 気 の 供 給 が 断 た れ 、 自 己 セ ー ブ 機 能 が あ れ ば そ れ が 動 作 し 、 デ ー タ を
現 状 の 状 態 に 維 持 し て 停 止 す る 。
非 常 事 態 が 去 っ た 後 に 、 扉 を 開 け て 収 納 さ れ て い る デ ー タ 蓄 積 部 １ １ Ａ 及 び ホ ス ト 部 １ ２
Ａ を 動 作 で き る 状 態 に す る か 、 他 の 位 置 に 移 し て 再 駆 動 さ せ る こ と に よ り 、 デ ー タ 蓄 積 部
１ １ Ａ 及 び ホ ス ト 部 １ ２ Ａ は 正 常 に 動 作 で き る の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
次 に 、 第 ３ の 実 施 形 態 の デ ー タ 金 庫 に つ い て 、 図 ４ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
第 ３ の 実 施 形 態 の デ ー タ 金 庫 は 、 デ ー タ を 蓄 積 す る デ ー タ 蓄 積 部 １ １ Ｃ と 、 デ ー タ を バ ッ
ク ア ッ プ す る バ ッ ク ア ッ プ デ ー タ 蓄 積 部 １ １ Ｂ と 、 デ ー タ 蓄 積 部 １ １ Ｃ に 蓄 積 さ れ て い る
デ ー タ を 用 い て 演 算 処 理 す る ホ ス ト 部 １ ２ Ｂ と を 少 な く と も 有 す る コ ン ピ ュ ー タ を 前 提 と
し て 、 そ の コ ン ピ ュ ー タ を 構 成 す る バ ッ ク ア ッ プ デ ー タ 蓄 積 部 １ １ Ｂ の み を 、 セ キ ュ リ テ
イ 機 能 を 備 え た 金 庫 態 様 の 筐 体 １ ３ に 収 納 し た 構 成 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
こ こ で 、 セ キ ュ リ テ イ 機 能 と は 、 上 記 第 １ の 実 施 形 態 で 説 明 し た も の と 同 じ く 、 耐 熱 、 耐
火 、 耐 水 及 び 耐 震 並 び に 防 犯 を 検 出 す る 機 能 の 全 て 又 は 何 れ か の 組 み 合 わ せ 又 は 何 れ か の
一 つ で あ り 、 実 施 例 に お い て は 全 て の 機 能 が 付 け ら れ た 構 成 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
又 、 筐 体 １ ３ は 、 上 記 第 １ の 実 施 形 態 で 説 明 し た も の と 同 じ く 、 所 謂 、 金 庫 構 造 に 形 成 さ
れ 、 形 成 す る 壁 １ ４ 及 び 扉 １ ５ に 様 々 な 細 工 を 施 し て 、 内 部 に ま で 、 外 部 か ら の 熱 、 水 等
が 入 り 込 ま な い 構 造 に な っ て い る 。 ま た 、 実 施 例 に お い て は 、 筐 体 １ ３ 内 部 の 換 気 及 び 温
度 調 節 、 湿 度 調 節 に つ い て は 、 図 示 し て い な い が 、 内 部 に 収 納 す る バ ッ ク ア ッ プ デ ー タ 蓄
積 部 １ １ Ｂ が 必 要 と す る も の は 、 適 宜 備 え 付 け ら れ る よ う に な っ て い る 。
そ し て 、 こ の 筐 体 １ ３ に は 、 信 号 線 と 電 源 線 と を 引 き 込 ん で バ ッ ク ア ッ プ デ ー タ 蓄 積 部 １
１ Ｂ に 接 続 す る 端 子 部 １ ６ を 設 け 、 こ の 端 子 部 １ ６ は セ キ ュ リ テ イ 機 能 が 動 作 し た と き に
信 号 線 と 電 源 線 を 電 気 的 に 遮 断 す る 電 気 遮 断 手 段 を 備 え た 構 成 に な っ て い る 。 こ こ で 、 信
号 が 無 線 で 交 信 す る よ う に し た 場 合 に は 、 信 号 線 は 不 要 に な る 。
筐 体 １ ３ の 外 側 に は 、 耐 火 検 出 セ ン サ ー １ ７ 、 耐 熱 検 出 セ ン サ ー １ ８ 、 耐 震 検 出 セ ン サ ー
１ ９ 、 防 犯 検 出 セ ン サ ー ２ ０ を 備 え 、 こ れ ら の セ ン サ ー は 端 子 部 １ ６ を 構 成 す る セ ン サ ー
検 出 部 ２ １ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
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電 気 遮 断 手 段 は 、 上 記 第 １ の 実 施 形 態 で 説 明 し た も の と 同 じ く 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 所 謂
、 ス イ ッ チ を 制 御 し て 電 気 的 に 遮 断 す る も の で 、 電 源 線 に 接 続 さ れ て い る ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １
、 信 号 線 に 接 続 さ れ て い る ス イ ッ チ Ｓ Ｗ ２ 、 こ れ ら の ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １ 、 Ｓ Ｗ ２ を 制 御 す る
セ ン サ ー 検 出 部 ２ １ と か ら な る 。 セ ン サ ー 検 出 部 ２ １ は 、 様 々 な セ ン サ ー １ ７ 、 １ ８ 、 １
９ 、 ２ ０ か ら の 信 号 を 受 信 し て ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １ 、 Ｓ Ｗ ２ を 閉 の 状 態 か ら 開 の 状 態 に 制 御 し
て 電 気 的 に 遮 断 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
尚 、 端 子 部 １ ６ は 、 実 施 例 に お い て は 筐 体 １ ３ の 内 部 に 設 置 し た が 、 こ れ に 限 定 さ れ る こ
と な く 、 筐 体 １ ３ の 外 部 に 設 置 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
こ の よ う な 構 成 か ら な る デ ー タ 金 庫 に お い て 、 先 ず 、 筐 体 １ ３ 内 に バ ッ ク ア ッ プ デ ー タ 蓄
積 部 １ １ Ｂ を 収 納 し 、 電 源 端 子 ２ ２ 及 び 信 号 端 子 ２ ３ に ホ ス ト 部 １ ２ Ｂ の ケ ー ブ ル を 接 続
す れ ば バ ッ ク ア ッ プ デ ー タ 蓄 積 部 １ １ Ｂ を 備 え た ホ ス ト 部 １ ２ Ｂ と か ら な る コ ン ピ ュ ー タ
に な る 。 勿 論 、 こ の 他 に 、 ネ ッ ト ワ ー ク へ の 接 続 、 プ リ ン タ へ の 接 続 等 が 必 要 で あ る 。 こ
こ で 、 電 源 ケ ー ブ ル ２ ４ は 、 ホ ス ト 部 １ ２ に 接 続 す る 必 要 が な く 、 直 接 に 供 給 電 源 に 接 続
す る よ う に し て も よ い 。 又 、 バ ッ ク ア ッ プ デ ー タ 蓄 積 部 １ １ Ｂ が 信 号 線 を 利 用 し て 電 源 を
供 給 す る も の で あ れ ば 、 当 然 に こ の 電 源 ケ ー ブ ル ２ ４ の 設 定 は 不 要 に な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
コ ン ピ ュ ー タ の 作 動 中 又 は 停 止 中 で あ っ て も 、 何 れ か の セ キ ュ リ テ イ 機 能 が 動 作 す る と 、
セ ン サ ー 検 出 部 ２ １ が セ ン サ ー １ ７ ， １ ８ 、 １ ９ 、 ２ ０ の 検 出 を 検 知 し 、 ス イ ッ チ Ｓ Ｗ １
、 Ｓ Ｗ ２ を 強 制 的 に 閉 か ら 開 状 態 に す る 。 す る と 、 バ ッ ク ア ッ プ デ ー タ 蓄 積 部 １ １ Ｂ は 、
外 部 か ら の 電 気 の 供 給 が 断 た れ 、 自 己 セ ー ブ 機 能 が あ れ ば そ れ が 動 作 し 、 デ ー タ を 現 状 の
状 態 に 維 持 し て 停 止 す る 。
非 常 事 態 が 去 っ た 後 に 、 扉 を 開 け て 収 納 さ れ て い る バ ッ ク ア ッ プ デ ー タ 蓄 積 部 １ １ Ｂ を 動
作 で き る 状 態 に す る か 、 他 の 位 置 に 移 し て 再 駆 動 さ せ る こ と に よ り 、 バ ッ ク ア ッ プ デ ー タ
蓄 積 部 １ １ Ｂ は 正 常 に 動 作 で き る の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 、 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に 係 る デ ー タ 金 庫 は 、 少 な く と も デ ー タ が 蓄 積 さ れ て い る
デ ー タ 蓄 積 部 を 金 庫 態 様 の 筐 体 に 収 納 し た こ と に よ り 、 目 で 見 て デ ー タ の セ キ ュ リ テ イ が
図 れ る こ と が 確 認 で き る と 共 に 、 実 際 に 耐 火 等 を 検 出 し た と き で も 、 蓄 積 さ れ て い る デ ー
タ を 現 状 の 状 態 で 維 持 で き る か ら 、 極 め て 安 全 性 に 富 ん だ 装 置 を 提 供 で き る と い う 効 果 が
あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 願 発 明 に 係 る 第 １ の 実 施 形 態 の デ ー タ 金 庫 を 略 示 的 に 示 し た 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 、 端 子 部 の 要 部 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 願 発 明 に 係 る 第 ２ の 実 施 形 態 の デ ー タ 金 庫 を 略 示 的 に 示 し た 構 成 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 願 発 明 に 係 る 第 ２ の 実 施 形 態 の デ ー タ 金 庫 を 略 示 的 に 示 し た 構 成 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ １ ； デ ー タ 蓄 積 部 、 １ １ Ａ ； デ ー タ 蓄 積 部 、 １ １ Ｂ ； バ ッ ク ア ッ プ デ ー タ 蓄 積 部 、 １ ２
； ホ ス ト 部 、 １ ２ Ａ ； ホ ス ト 部 、 １ ２ Ｂ ； ホ ス ト 部 、 １ ３ ； 筐 体 、 １ ４ ； 壁 、 １ ５ ； 扉 、
１ ６ ； 端 子 部 、 １ ７ ； 耐 火 検 出 セ ン サ ー 、 １ ８ ； 耐 熱 検 出 セ ン サ ー 、 １ ９ ； 耐 震 検 出 セ ン
サ ー 、 ２ ０ ； 防 犯 検 出 セ ン サ ー 、 ２ １ ； セ ン サ ー 検 出 部 、 ２ ２ ； 電 源 端 子 、 ２ ３ ； 信 号 端
子 、 ２ ４ ； 電 源 ケ ー ブ ル 、 ２ ５ ； 信 号 ケ ー ブ ル 、 ２ ６ ； 空 調 部 、 ２ ７ ； 電 源 供 給 部 、 ２ ８
； 表 示 操 作 部 。

10

20

30

40

(6) JP 2004-164094 A 2004.6.10
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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